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人口減少社会のキーワード
ー「女性」と「世界」ー

京都大学大学院教授

落合恵美子
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１ 変わらない日本家族？

「日本はこの四半世紀の間、例外
的に変化の乏しい社会であった」

（岩井八郎京都大学教授）

女性就労のＭ字型
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日本
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アメリカ

図７　欧米アジア諸国における年齢別女子労働力率の推移　（１）アメリカ合衆国

注　１９６０年は３０－４９歳、１９７０年は３０－４４歳の値を示してある。

資料：　ILO, Yearbook of Labour Statistics
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スウェーデン

図７　（３）スウェーデン

注:　１９５０年は２０－６４歳、１９６０年は０－１９歳、１９９０年と２００２年は１６－１９歳の値を示してある。

資料：　ILO, Yearbook of Labour Statistics

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

15-19 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-55 56-59 60-64 65+

年齢

労
働
力
率

1950

1960

1970

1980

1990

2002



6

ドイツ

図７　（２）ドイツ

注：　１９８０年は３０－４４歳の値を示してある。

資料：　ILO, Yearbook of Labour Statistics
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２ １９７０年代の選択
（下図は田中重人氏の博士論文より）
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１９７０年代に何が起きたか？

石油危機 １９７３

日本経済のリストラクチャリング

雇用を維持したままでのコスト削減

維持したのは男性の雇用

女性労働の周辺化

女性＝景気の調節弁→パート化
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日本型福祉社会

１９７３＝福祉元年＝オイルショック

「自助努力と家庭及び地域社会の連帯」

「家族単位モデル」の維持・強化

大平内閣「家庭基盤の充実」

「主婦の座」優遇策 １９８０年代

女性＝福祉の担い手→パート化
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もうひとつの道ー石油危機の後

ヨーロッパ 日本より危機が深刻

男性の失業や経済力低下

「家族単位モデル」→「個人単位モデル」

ワークフェア 女性就労により労働力増加

社会民主主義型

１９７５ 国際婦人年
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フィンランドの挑戦

福祉と効率の両立

子ども達の学習到達度世界一

経済好調

医療・教育無料

競争より平等を優先することで効率上昇

一人一人が活かされる社会

ワークフェア 女性の労働参加
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３ 家族主義社会

家族主義＝子どもの養育や教育、高
齢者のケアなど、福祉の全責任を家
族（＝女性）に負わせるシステム

南欧

日本

東アジア
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家族主義と超低出生率
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家族主義は家族を壊す

家族への過重な負担

日本の家族問題 特に深刻 なぜか？

（１）乳幼児の子育て 育児不安・虐待

（２）成人への移行 ひきこもり・家庭内暴力

（３）高齢者介護 介護者の過労死
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４ 現代アジア家族の比較研究
育児支援ネットワークのパターン

夫 親族
子守・
メイド

保育園・幼稚園など

中国 ◎ ◎ ○ ◎

タイ ◎ ○ ○ △（2最以下:×）

シンガ
ポール

○ ◎ ◎ ◎

台湾 ○ ◎ ○ △（2最以下:×）

韓国 △ ○ △ ○（3歳以下:△）

日本 △ △ ×
○（3歳以下かつ 母が主
婦専業:×）
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アジアの女性の働き方：３類型
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アジアの女性の働き方：３類型

中国・タイ型（台形型）

シンガポール・台湾型（右肩下がり型）

韓国・日本型（Ｍ字型）

上の２つの類型では子育て期に共働き
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５ 再生産のグローバル化

再生産労働の担い手が外国人に

家事・育児・介護・性・生殖

→メイド・子守・介護士・看護士

セックスワーカー・妻

再生産のために外国に行く

教育移民
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いびつな日本のグローバル化

セックスワークと国際結婚のみ

メイド・看護士などを解禁に？

国際結婚

女性移民の半数は「妻」

離婚率の高さ 困難の放置
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一国主義の限界

人を産むだけでなく、

人に来て貰える社会に

「女性」と「世界」が日本を救う！
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